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語

演

要

旨

十

一
年
前
初
め
て
楼
蘭
に
行

っ

た
と
き
は
、
写
真
も
駄
目
だ
と
い

う
お
か
し
な
調
査
だ

っ
た
。
今
回

再
度
楼
蘭
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た

が
、
◆
回
は
写
真
を
沢
山
撮
れ
た

の
で
、
◆
日
は
で
き
る
だ
け
多
く

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

楼
蘭
の
特
色
は
、　
一
つ
は
隊
商

都
市
で
あ
る
こ
と
、
も
う

一
つ
は

玉
の
中
継
交
易
場
だ
っ
た
ら
し
い

こ
と
が
、
殷
の
王
妃
の
墓
か
ら
出

た
玉
の
分
析
に
よ
っ
て
分
か
つ
て

き
た
。

中
央
ア
ジ
ア
の
豊
か
な
小
都
市

は
遊
牧
民
が
度
マ
襲
い
、
ま
た
中

国
も
西
域
に
勢
力
を
伸
ば
す
に
は

ま
す
楼
蘭
の
よ
う
な
要
衝
を
確
保

す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
楼
蘭
は

周
辺
の
民
族
に
減
ぼ
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。

楼
蘭
と
い
う
名
が
初
め
て
文
献

に
出
る
の
は
史
記
の
匈
奴
伝
で
、

ＢＣ

十
七
六
年
に
雷
頓
単
子
が
漢
の

孝
文
帝
に
送

っ
た
書
簡
に

「
・
・

西
方
を
征
服
し
て
楼
蘭
、
烏
孫
、

呼
掲
を
定
め
る
。」
と
あ
る
。

以
後
、
漢
と
匈
奴
は
楼
蘭
を
支

配
下
に
置
こ
う
と
し
ば
し
ば
争
う

が
、
配
七
十
七
年
、
漢
は
親
匈
奴

派
の
楼
蘭
王
を
暗
殺
し
、
漢
に
人

質
に
取
ら
れ
て
い
た
尉
屠
者
と
い

う
青
年
に
、
漢
の
部
善
王
と
い
う

印
璽
を
与
え
、
漢
の
富
女
を
妃
に

し
て
帰
ら
せ
た
。
こ
の
と
き
か
ら

楼
蘭
は
部
善
と
名
を
変
え
、
完
全

に
中
国
の
愧
儡
王
国
に
な
る
。
そ

の
後
何
回
も
匈
奴
や
周
辺
の
部
族

と
の
攻
防
を
経
て
、
五
世
紀
の
中

こ
ろ
に
北
魏
の
貴
族
が
国
王
に
送

咄
察
技
千
状
韓
執
翌
■
．

り
込
ま
れ
て
か
ら
、
人
々
は
次
第

に
こ
こ
を
離
れ
て
行
き
、
五
世
紀

の
終
わ
り
に
は
こ
の
地
に
人
は
全

く
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

玄
美
三
蔵
が
七
世
紀
に
こ
こ
を

通

っ
た
と
き
は
、
「
人
煙
断
絶
」

と
表
現
し
て
い
る
。

楼
蘭
は
よ
く
流
砂
に
埋
も
れ
た

都
な
ど
と
形
容
さ
れ
る
が
、
実
際

は
砂
漠
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
音
の

回
プ
湖
が
干
上
が

っ
て
、
ヤ
ル
ダ

ン
と
呼
ば
れ
る
固
い
こ
つ
こ
つ
し

た
粘
上
の
層
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
に
様
々
な
文
物
が
散
乱
し
て
い

る
が
、
千
五
百
年
を
経
て
遺
物
も

遺
跡
も
か
な
り
崩
壊
し
て
い
る
の

で
、
早
急
な
保
護
、
保
全
の
必
要

を
感
じ
て
い
る
。

十

一
年
前
は
車
も
通
れ
な
い
の

で
荷
物
を
背
負
っ
て
二
十
数
キ
ロを

歩
い
て
入
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の

さ
ま
よ
え
る
湖
と
い
わ
れ
る
鍼
湖

底
に
石
油
探
査
の
手
が
伸
び
て
、

大
量
の
砂
漠
車
、
石
油
探
査
車
が

こ
つ
こ
つ
し
た
湖
底
を
な
ら
し
て

縦
横
に
道
が
出
来
た
の
で
、
今
回

は
楼
蘭
故
城
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
車

で
行
く
こ
と
が
で
き
、
調
査
も
手

広
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
お
陰

で
今
回
は
新
し
い
寺
院
跡
を
発
見

講 演 す る長 i畢 教 授

浄．一、一．ギ
一一
，
，
ｒ
ｉ
一
ｉ

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ま
よ
え
る
湖
の
実
態
を
解
明

し
よ
う
と
い
う
夢
は
消
え
た
が
、

今
後
も
ロ
プ
湖
周
辺
の
調
査
探
検

を
続
け
、
新
し
い
発
見
を
す
る
よ

う
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
こ
の
後
、
数
十
枚
の
ス
ラ
イ

ド
に
よ
り
、
楼
蘭
の
遺
跡
、
調
査

の
様
子
な
ど
を
詳
し
く
視
聴
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
）
　

　

（須
賀
）

福
武
教
育
振
興
財
団
の
平
成
十

二
年
度
助
成
募
集
要
項
を
掲
載
し

ま
し
た
。
図
書
助
成
は

一
件
二
十

万
円
に
増
額
、
研
究
大
会
等
助
成

も
総
額
三
百
万
円
に
増
額
い
た
し

ま
し
た
。
中
で
も
新
規
事
業
と
し

て
募
集
す
る

「英
語
教
員
研
修
助

成
」
は
総
額

一
千
万
円
と
い
う
思

い
切
っ
た
助
成
事
業
で
、
ウ⊆
の
事
業

の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
含
め
て
、
教

育

，
文
化
と
も
に
平
成
十
二
年
度

の
事
業
計
画
を
載
せ
ま
し
た
の
で

御
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

一
月
の
長
澤
和
俊
先
生
の
講
演

会
は
こ
れ
ま
で
で
最
多
の
三
百
人

に
近
い
参
加
者
を
得
ま
し
た
。
紙

面
で
は
ほ
ん
の

一
部
し
か
報
告
で

き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
録
音
テ

ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
希
望

の
方
は
百
五
十
分
テ
ー
プ
と
百
六

十
円
切
手
を
お
寄
せ
く
だ
さ
れ
ば

ダ
ビ
ン
グ
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

素
人
ば
か
り
が
や
つ
て
い
る
の

で
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

ど
う
か
御
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

（須
賀
）
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記

ギ
ヽ
、

◎
教
育
研
究
助
成

助
成
を
受
け
ら
れ
、
国
マ
研
究

を
重
ね
て
い
ら

っ
し
や
る
先
生

方
。
毎
年
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上

げ
、
県
下
の
教
育
の
向
上
に
大
い

に
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

１
　
助
成
の
目
的

教
育
の
内
容
、
及
び
教
育
の
方

法
等
に
関
す
る
実
践
的
研
究
を
助

成
し
、
学
校
教
育
の
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
◆
年
度

も
課
題
研
究
を
重
視
し
ま
す
。

２
　
研
究
種
別

●
　
課
題
研
究

①
　
郷
土
理
解

②
　
環
境
教
育

③
　
個
性
を
生
か
す
教
育

④
　
地
域
及
び
家
庭
の
教
育
力

⑤
　
い
き
い
き
と
し
た
読
書
活
動

⑥
　
授
業
に
生
き
る
学
校
図
書
館

⑦
　
情
報
活
用
能
力
を
つ
け
る

学
校
図
書
館

③
　
「生
き
る
力
を
育
む
教
育
」

へ
の
取
り
組
み

③
　
ど
の
子
に
移
居
場
所
の
あ

る
学
級

・
授
業
づ
く
り

０
　
自
由
研
究

（右
記
以
外
）

３
　
応
募
資
格

岡
山
県
下
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

特
殊
教
育
諸
学
校
、
専
門
学
校
の

教
職
員
及
び
教
育
委
員
会
所
轄
の

教
育
研
究
機
関
の
職
員
、
及
び
こ

れ
に
準
す
る
も
の
で
、
個
人
又
は

グ
ル
ー
プ
。

４
　
助
成
件
数

・
助
成
額

四
十
件
程
度
と
吸

一件
に
つ
き
上

限
は
二
十
万
円
。
総
額
八
百
万
円
。

◎
図
書
助
成

〃活
字
ば
な
れ
〃
が
深
刻
に
進

む
中
、
何
度
も
足
を
運
び
た
く
な

る
…
。
そ
ん
な
魅
力
的
な
図
書
館

づ
く
り
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

「
　
助
成
の
目
的

図
書
館
の
図
詈
等
の
充
実
に
よ

る
図
書
館
利
用
の
進
展
と
読
書
活

動
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

２
　
応
募
資
格

岡
山
県
下
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
首同
等
学
校
、
特

殊
教
育
諸
学
校
及
び
専
門
学
校
。

原
則
と
し
て
、
次
の
各
項
目
の

一

つ
以
上
に
該
当
す
る
学
校
園
を
優

先
し
ま
す
。

ア
　
僻
地
　
　
イ
　
小
規
模

ウ
　
定
時
制
　
工
　
新
設

オ
　
災
害
等
特
別
な
事
情

３
　
助
成
件
数

・
助
成
額

二
十
五
件
程
度
と
し
、　
一
件
に

つ
き
上
限
は
二
十
万
円
（昨
年
度

よ
り
十
万
円
増
額
）。
総
額
五
百

万
円
。

◎
教
育
研
究
大
会
等
助
成

昨
年
度
も
多
く
の
研
究
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
教
育
活
動
の
活

性
化
、
更
な
る
質
の
向
上
。
熱
い

意
見
が
交
わ
さ
れ
る
大
会
を
支
援

し
ま
す
。

１
　
助
成
の
目
的

教
育
内
容
及
び
教
育
方
法
な
ど

の
研
究
発
表
の
場
で
あ
る
教
育
研

究
大
会
等
の
開
催
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
学
校
教
育
の
発
展
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

２
　
対
象

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
古同
等
学
校
、
特
殊
教
育
諸

学
校
、
専
門
学
校
等
の
教
育
内
容
、

教
育
方
法
な
ど
に
関
し
て
教
育
研

究
団
体
が
主
催
す
る
研
究
大
会
等

の
開
催
に
際
し
、
そ
の
教
育
研
究

団
体
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

３
　
勁
成
金
額

一
件
当
た
り
の
助
成
限
度
額
は

原
則
と
し
て
県
大
会
十
万
円
、
中

国
四
国
大
会
十
五
～
二
十
万
円
、

全
国
大
会
二
十
～
三
十
万
円
。
昨

年
度
に
比
べ
て
金
額
の
幅
が
広
が

り
ま
し
た
。
総
額
三
百
万
円
。

◎
英
語
教
員
研
修
助
成

国
際
化
時
代
の
◆
、
英
語
は
世

界
の
共
通
語
と
ま
で
言
わ
れ
、
同

時
に
英
語
教
員
に
大
き
な
期
待
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り

三
年
間
限
定
で
の
新
規
事
業
で

す
。
や
る
気
の
あ
る
先
生
方
、
ぜ

ひ
御
応
募
く
だ
さ
い
！

１
　
助
成
の
目
的

英
語
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

２
　
対
象
及
び
人
員

中
学
校
、
高
等
学
校
の
英
語
教

員
か
ら
各
八
名
、
及
び
小
学
校
で

英
語
指
導
を
担
当
す
る
教
員
四
名

の
計
二
十
名
。

３
　
実
施
時
期

七
月
二
十
九
日
ω
～
八
月
十

一

日
⑥
の
国
曜
日
を
除
く
十
二
日
間
。

４
　
助
成
額

レ
ッ
ス
ン
料
及
び
教
材
費

一
人

約
五
十
万
円
。
総
額

一
干
万
円
。

た
だ
し
旅
費
、
昼
食
費
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

★
応
募
方
法
…
財
団
所
定
の
申
請

書
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

★
締
め
切
り
…
平
成
十
二
年
四
月

二
十
日
（当
日
消
印
有
効
）た
だ
し

教
育
研
究
大
会
等
助
成
は
予
算
範

囲
内
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

★
審
査
委
員
会
等
で
厳
正
に
審
査

し
、
理
事
会
で
決
定
。
六
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。

御
応
募
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
―

教
育
関
係
助
成
募
集
始
ま
る
′

（樽
井
）
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平
成
十
二
年
度

ャ

掴
就
教
葡
振
興
悶
翻
事
業
計
画

助
成
額
は
三
百
万
円
。

３
　
調
査
研
究
事
業

●
　
海
外
教
育
事
情
調
査

海
外
の
教
育
事
情
を
調
査
研
究

し
、
国
際
理
解
を
深
め
る
。
調
査

先
は
タ
イ

・
マ
レ
ー
シ
ア
。
調
査

期
間
は
十

一
月
八
日
（水
）
～
十
五

日
（水
）
。
予
算
は
五
百
万
円
。
参

加
者
は
十
四
名
。
調
査
終
了
後
、

報
告
書
を
作
成
し
刊
行
す
る
。

確
　
県
内
教
育
事
情
調
査

県
内
の
教
育
事
情
を
調
査
す
る
。

調
査
結
果
は
機
関
誌
に
掲
載
す
る
。

４
　
広
報

・
啓
発
事
業

９
　
教
育

・
文
化
講
演
会

文
化
振
興
財
団
と
共
催
で
年
二
回

開
催
す
る
。

は
　
研
究
会

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

俗
　
教
育
研
究
助
成
成
果
報
告
会

助
成
成
果
の
共
有
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
開
催
す
る
。

僻
　
海
外
教
育
事
情
調
査
報
告
会

⑤
　
ホ
ト
ム
ペ
ー
ジ

昨
年
七
月
に
開
設
。
順
次
更
新
を

し
て
い
る
。

フ
　
財
回
の
活
動
状
況
等
の
発
刊

年
報
・表
彰
助
成
の
記
録
・要
覧
・

教
育
研
究
助
成
成
果
報
告
書

・
財

団
機
関
誌

「不
易
」
の
発
刊
を
通

じ
て
活
動
を
報
告
す
る
。
（岡
田
）

一　

一
　

　

・
一

〓
一
　

”

一

「　

　

　

．

．　

　

一
　

一

ャ
　

　

・

．

．
一

勲
郭
絨
一

一一イ“一一一求・・・一主一４一一

二
月
二
十
九
日
、
平
成
十

・
十

一
年
度
と
二
年
連
続
で
教
育
研
究

助
成
を
受
け
て
い
る
福
田
中
学
校

の
山
本
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。
二

年
間
を
通
し
て
取
り
組
ま
れ
た
先

生
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
「個
性
を

生
か
し
、
豊
か
な
心
を
育
む
授
業

の
研
究
」
で
す
。
そ
の
成
果
の

一

端
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
り
、
技
術

・
家
庭
科
の
授
業

で
希
望
の
多
か
っ
た

「栽
培
」
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
十
年
度

は
、
初
め
て
学
級
園
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。

福
田
中
学
校
は
田
ん
ぼ
が
広
が

る
環
境
で
、
自
宅
が
農
家
の
生
徒

も
多
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
自

分
の
家
で
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
佛

て
も
、
ど
れ
ぐ
ら
い
で
赤
い
実
を

付
け
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
栽
培
を
通
し

て
生
徒
が
発
見
す
る
こ
と
は
多

く
、
毎
日
興
味
を
も
っ
て
植
物
の

成
長
を
見
守
り
ま
し
た
。

実
際
に
栽
培
し
て
い
る
の
は
三

年
生
で
、
現
在
楽
し
み
に
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
丹

精
込
め
て
育
て
た
パ
ン
ジ
ー
の
花

を
自
分
た
ち
の
卒
業
式
の
時
に
花

道
と
し
て
使
用
し
、
最
後
は

一
鉢

す
つ
持
っ
て
帰
る
の
で
す
。

山
本
先
生
が
こ
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
み
て
良
か

っ
た
点
は
、

栽
培
を
経
験
し
て
い
な
い
生
徒
は

花
を
踏
む
こ
と
を
気
に
し
な
い
の

に
対
し
、
経
験
し
た
生
徒
は
花
を

踏
ん
だ
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

気
づ
い
た
こ
と
だ
と
断
言
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
生
き
物
に
触
れ

た
生
徒
の
心
に
は
思
い
や
り
の
気

持
ち
が
芽
生
え
た
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。

山
本
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
副

題
は

「学
級
園
の
栽
培
を
通
じ
て

自
分
を
見
つ
め
る
再
発
見
」
で
す
。

今
ま
さ
に
花
開
い
て
佛
る
気
が
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（岡
田
）

福
武
教
育
振
興
財
団
は
、
平
成

十
二
年
三
月
十
六
日
の
理
事
会
で

平
成
十
二
年
度
の
事
業
計
画
を
決

め
た
。

【基
本
方
針
】

平
成
十
二
年
度
は
従
来
実
施
し

て
い
る
助
成
関
係
事
業
を
基
盤
に

新
し
い
事
業
を
推
進
し
、
更
に
岡

山
県
の
教
育
振
興
に
努
め
る
。
ま

た
基
本
的
な
規
程
類
の
作
成
な

ど
、
財
国
内
部
の
組
織
体
制
の
整

備
を
引
き
続
き
行
う
。

【主
な
事
業
内
容
と
計
画
】

１
　
表
彰
関
係
事
業

●
　
福
武
哲
彦
教
育
賞

教
育
の
研
究
と
、
そ
の
実
践
に
著

名
な
業
績
を
あ
げ
て
い
る
個
人
又

は
団
体
を
三
件
表
彰
す
る
。
副
賞

総
額
百
八
十
万
円
。

２
　
助
成
関
係
事
業

９
　
教
育
研
究
助
成

教
育
の
内
容
及
び
方
法
等
に
関
す

る
実
践
的
研
究
を
行

っ
て
い
る
県

下
の
学
校
園
の
個
人
、
グ
ル
ー
プ

又
は
団
体
を
助
成
す
る
。　
一
件
の

上
限
は
二
十
万
円
で
、
総
額
八
百

万
円
。

確
　
図
書
助
成

図
書
館
利
用
の
活
性
化
及
び
読
書

活
動
の
振
興
を
目
的
に
、
県
下
の

学
校
同
に
助
成
す
る
。　
一
件
の
上

限
は
二
十
万
円
で
、
総
額
五
百
万

円
。

儒
　
教
育
研
究
大
会
等
助
成

教
育
研
究
の
発
表
の
場
で
あ
る
大

会
等
の
開
催
を
支
援
す
る
。

県
大
会
は
十
万
円
、
中
四
国
大
会

は
十
五
～
二
十
万
円
、
全
国
大
会

は
二
十
～
三
十
万
円
と
す
る
。

僻
　
指
定
研
究
助
成
↓
新
規

助
成
額
は
三
百
万
円
。

⑤
　
英
語
教
員
研
修
助
成
↓
新
規

英
語
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

集
中
的
な
特
別
研
修
を
行
う
。
レ

ッ
ス
ン
料
及
び
教
材
費

一
人
五
十

万
円
、
総
額

一
千
万
円
。

⑥
　
特
定
教
育
助
成
↓
新
規

①
吉
備
高
原
希
望
中
学
校
の
運

営
支
援

助
成
額
は
三
百
万
円
。

②
私
学
振
興
資
金
の
助
成

鉢と一緒に記念撮影
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福
武
文
化
振
興
醐
國
事
業
計
画

万
円
。

４
　
美
術
館
事
業

国
吉
康
雄
美
術
館
の
運
営
拡
大

を
図
る
。
年
間
支
出
額
八
百
万
円
。

５
　
調
査
研
究
事
業

―
　
助
成
事
業
に
よ
る
文
化
活
動

団
体
の
リ
ス
ト
及
び
資
料
の
収
集
。

過
去
三
年
間
の
助
成
団
体
の
活
動

状
況
を
調
査
す
る
。

②
　
被
助
成
団
体
の
汚
動
実
態
調

査
。
前
年
度
助
成
し
た
団
体
を
訪

間
し
、
機
関
誌
に
掲
載
す
る
。

６
　
広
報

・
啓
発
事
業

●
　
教
育

・
文
化
講
演
会

殻
育
振
興
財
団
と
共
催
で
年
二
回

開
催
す
る
。

に
　
文
化
関
係
助
成
成
果
報
告
会

活
動
成
果
の
共
有
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
開
催
す
る
。

儒
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

昨
年
七
月
に
開
設
。
順
次
更
新
を

し
て
い
る
。

フ
　
財
国
の
活
動
状
況
等
の
発
刊

年
報

・
要
覧

・
助
成
の
記
録

文
化
関
係
助
成
成
果
報
告
書

・
財

団
機
関
誌

「不
易
」
の
発
刊
を
通

じ
活
動
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
　
　
　
　
（佐
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木
）

ム
＆

〔
一　

鷺

と
ん
に
ち‥
は
　
一■
∴

桃
太
郎
少
年
合
唱
．団

ｉ
代
表

金
光

武
義
さ
ん

桃
太
郎
少
年
合
唱
団
は
、
昭
和

三
十
七
年
に
青
少
年
の
健
全
育
成

と
地
域
音
楽
文
化
向
上
に
役
立
て

る
目
的
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
団
員
は
七
十

一
名
、
今
年
二

月
に
は
、
岡
山
県
文
化
賞
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
設
立

以
来
指
導
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る

団
長
の
棚
田
国
雄
さ
ん
を
お
訪
ね

し
ま
し
た
。

少
年
合
唱
団
と
い
う
と
、
す
ぐ

に
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
を
連
想

す
る
の
で
す
が
、
桃
太
郎
少
年
合

唱
団
は
昨
年
八
月
、
そ
の
ウ
ィ
ー

ン
少
年
合
唱
団
と
合
同
合
宿
、
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
と

い
う
夢
の
よ
う
な
こ
と
を
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
合
宿
で
は
、
有
名

な
八
ッ
ラ
ー
先
生
に
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は

消
極
的
だ

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

フ
リ
ー
タ
イ
ム
に
ま
で
猛
練
習
を

始
め
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は

楽
譜
を
握
り
し
め
た
ま
ま
眠
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
意
欲
的
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
と
き
の
お

喜
び
の
こ
様
子
を
想
像
し
て
、
私

も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
練
習
風
景
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
狭
し
と

並
ん
だ
合
唱
団
の
Ｃ
Ｄ
の
う
ち
二

曲
ほ
ど
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、

少
年
の
や
わ
ら
か
な
歌
声
を
昧
わ

い
ま
し
た
。
「上
手
で
す
ね
。
特
別

な
才
能
が
必
要
な
の
で
す
か
？
」

と
の
間
い
に
、
棚
田
先
生
は
「歌
は
、

練
習
す
る
ほ
ど
に
、
絶
対
う
ま
く

な
り
ま
す
よ
避
と
答
え
て
く
だ
さ

り
、
私
の
胸
に
は
、
小
さ
な
希
望

が
芽
生
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

美
し
い
歌
声
で
、
私
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
　

（佐
々
木
）

福
武
文
化
振
興
財
団
は
、
平
成

十
二
年
二
月
十
六
日
の
理
事
会
で

平
成
十
二
年
度
の
事
業
計
画
を
決

め
た
。

【基
本
方
針
】

平
成
十
二
年
度
は
定
着
し
て
き

た
文
化
関
係
助
成
事
業
を
基
盤
に

新
し
い
事
業
を
推
進
し
、
更
に
岡

山
県
の
文
化
振
興
に
努
め
る
。
ま

た
基
本
的
な
規
程
類
の
作
成
な

ど
、
財
団
内
部
の
組
織
体
制
の
整

備
を
引
き
続
き
行
う
。

【主
な
事
業
内
容
と
計
画
】

１
　
助
成
関
係
事
業

０
　
文
化
関
係
助
成

伝
統
文
化
及
び
現
代
文
化
の
振
興

と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

の
で
き
る
団
体
や
個
人
を
助
成
す

る
。　
一
件
の
上
限
は
伝
統
文
化
部

門
三
十
万
円
、
現
代
文
化
部
門
二

十
万
円
で
、
総
額
千
四
百
万
円
。

に
　
指
定
文
化
財
の
保
全
費
用
の

助
成
↓
新
規
。
助
成
総
額
は
、
三

百
万
円
。

儒
　
文
化
発
表
会
助
成
↓
新
規
。

発
表
会
開
催
費
用
の

一
部
を
助
成

す
る
。
助
成
総
額
三
百
万
円
。

い
　
特
定
文
化
事
業
助
成
↓
新
規

ア
　
岡
山
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
ホ
ー

ル
創
設
十
周
年
記
念
事
業
。

イ
　
閑
谷
学
校
創
学
三
三
〇
年

記
念
事
業
。

助
成
総
額
四
百
万
円
。

２
　
表
彰
事
業

●
　
福
武
文
化
賞
↓
新
規

優
れ
た
文
化
的
業
績
を
上
げ
た
個

人
叉
は
団
体
を
二
件
表
彰
す
る
。

副
賞
総
額
百
三
十
万
円
。

像
　
福
武
文
化
奨
励
賞
↓
新
規

将
来
性
の
あ
る
、
優
れ
た
文
化
的

活
動
を
し
て
い
る
個
人
叉
は
団
体

を
二
件
表
彰
す
る
。
副
賞
総
額
六

十
万
円
。

３
　
伝
続
文
化
振
興
事
業

岡
山
県
の
伝
統
文
化
振
興
の
た

め
、
次
の
事
業
を
助
成
す
る
。

０
　
備
前
陶
芸
大
学
校
構
想
の

支
援
↓
新
規
。
助
成
額
百
万
円
。

確
　
吉
備
楽
の
復
興
、
普
及
の
支

援
↓
新
規
。
助
成
額
百
万
円
。

伯
　
伝
続
工
芸
技
術
の
保
全

・
振

興
の
支
援
↓
新
規
。
助
成
額
百

鷺
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